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公益社団法人 愛知県看護協会 

認定看護管理者教育課程セカンドレベル 

 

１ 教育理念 

本教育機関は、看護管理業務に携わり問題意識を明確にもつ看護職が、自律自発的に研鑚し 

合える教育・研修の場となることを意図する。看護管理の実学を通して、変動する現場に適用し

得る新しい看護管理を求めて学び、たがいにネットワークを結び、さらなる発展へ向けて挑戦し

続ける人材の輩出をめざす。ひいては、保健医療福祉の広い視野から事業体組織の創造と変革に

貢献できる看護管理の実践家を育成する。 

 

２ 教育目的 

  看護管理者として基本的責務を遂行するために必要な知識・技術・態度を習得する。 

 

３ 到達目標 

１）組織の理念と看護部門の理念の整合性を図りながら担当部署の目標を設定し、達成に向けた

看護管理過程を展開できる。 

 ２）保健・医療・福祉サービスを提供するための質管理ができる。 

 

４ 認定看護管理者教育課程と教育内容 

  カリキュラム基準の枠組みは、看護業務基準（日本看護協会）「看護実践の組織化の基準」を 

参考に構築されている。教科目と時間数は、新たな枠組みにあわせて設定されており、教育内容

の深度がわかるように、課程に応じて教科目名が「Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」となっている。 

教育課程 時 間 教 科 目 

サードレベル 180 時間 

ヘルスケアシステム論Ⅲ（30時間） 

組織管理論Ⅲ     （30時間） 

人材管理Ⅲ      （15時間） 

資源管理Ⅲ （30時間） 

質管理Ⅲ  （30時間） 

統合演習Ⅲ （45時間） 

セカンドレベル 180 時間 

ヘルスケアシステム論Ⅱ（15時間） 

組織管理論Ⅱ     （30時間） 

人材管理Ⅱ      （45時間） 

資源管理Ⅱ （15時間） 

質管理Ⅱ  （30時間） 

統合演習Ⅱ （45時間） 

ファーストレベル 105 時間 

ヘルスケアシステム論Ⅰ（15時間） 

組織管理論Ⅰ     （15時間） 

人材管理Ⅰ      （30時間） 

資源管理Ⅰ （15時間） 

質管理Ⅰ  （15時間） 

統合演習Ⅰ （15時間） 

１）教科目の修得 

 （１）各教科目の所定の時間数の 5分の 4以上の出席がある 

 （２）履修すべき教科目の評価は、各教科目の評価方法によって行い、C 以上を合格とする。 

     A:80点以上  B:79～70点  C:69 ～60点  D:59点以下 

２）修了要件 

  本課程を修了しようとする者は、認定看護管理者カリキュラム基準に定める全教科目を習得しな 

ければならない。 

３）修了判定 

  教育運営委員会は、受講者が教育課程の修了要件を満たしたとき、修了を判定する。 

 

５ 募集定員  55名  

  

６ 開催期間  令和 6年 10月 30日(水)～12月 20日(金) 期間中に実習 1 日含み 計 33日間 

 

 



７ 受講要件 

  下記の 1)～3)の要件をすべて満たしている者。 

１） 日本国の看護師免許を有する者。 

２） 看護師免許を取得後、実務経験が通算 5年以上ある者。 

３） 認定看護者教育課程ファーストレベルを修了している者。または、看護部長相当の職位に 

ある者、もしくは副看護部長相当※の職位に 1年以上就いている者。 

※副看護部長相当の職位とは、保健医療福祉に関連した組織において、看護管理を行う立場を指す。 

 

８ 出願手続き 

１）募集期間 

令和 6年 6月 24日（月）～ 7月 10日（水） ※期間内必着 

２）提出書類 

 （１）令和 6年度認定看護管理者教育課程セカンドレベル 受講申込書（様式 1） 

 （２）看護師免許証の写し（Ａ4判縮小コピー） 

 （３）勤務証明書（様式 2） 

（４）ファーストレベル修了証の写し：ファーストレベル教育課程を修了している者 

   職位証明書：ファーストレベル教育課程を修了していない者（様式 3） 

  （５）小論文（様式 4） 

課題 あなたが考える組織における看護サービスのあるべき姿を述べてください。 

そのうえで実践事例を通して、自部署（または部門）における看護管理上の  

課題を記述してください。 

  ・テーマは各自で設定すること 

  ・様式に準じてパソコンで作成すること ・用紙：Ａ4判用紙（縦長・横書き） 

・文字フォント：ＭＳ明朝       ・文字ポイント：10.5～11ポイント  

  ・字数：1200字以内  本文の最後に総文字数を記載する。ただし、見出し、小見出し、 

引用・参考文献等は文字数に含めない。 

  ・小論文（様式４）には、氏名、施設名等個人の特定される情報を記入しない。 

  ※提出書類は受講要件 3）該当条件により異なるため、別表１により確認してください。 

    ※様式 1～4は愛知県看護協会ホームページ 

https://www.aichi-kangokyokai.or.jp/publics/index/28/ から Word形式で 

ダウンロードしてご使用ください。 

(６）選考結果通知送付用封筒：宛先を明記したレターパックプラス〔赤色〕１通 

 

 ３）書類提出先 

提出書類一式は、レターパックプラス〔赤色〕を使用し、セカンドレベル提出書類在中と 

明記の上、下記まで郵送してください。 

 

〒466-0054  愛知県名古屋市昭和区円上町 26番 18号 

 公益社団法人愛知県看護協会 認定看護管理者教育課程 宛 

 TEL: 052-871-0761 （教育センター）  

 

     ※提出された書類に関しては原則返却いたしません。 

 

 

 

https://www.aichi-kangokyokai.or.jp/publics/index/28/


９  受講者の選考方法 

   受講者選考は、公益社団法人愛知県看護協会教育課程規程および細則に則り、実施する。 

１）書類審査 

 ２）小論文審査 

小論文評価基準（評価の視点） 

Ⅰ課題の

理解 

1  与えられた課題に応じて書いている 

2  現状を分析したうえで課題が選定されている 

3  記述に倫理的な配慮がある 

Ⅱ論理構  

 成・考

察力 

 

1  組織における看護サービスについて明確に述べられている 

2  自部署(または部門)における看護管理上の課題が具体的に述べられている 

3  中間管理者の視点でマネジメントを意識した自らの働きかけが述べられている 

4  結論が論理的に導きだされている 

5  看護管理者としての姿勢･信条等がうかがえる 

Ⅲ記述能

力 

1  文章が明確で分かりやすい 

2  規定に基づいて記述され､誤字･脱字など表記に誤りがない 

３）受講者選考基準 

  ①受講要件を満たしていること 

  ②小論文審査の得点が 60点以上であること 

 ４）定員枠を超過した場合は、原則として小論文審査成績の高い者より選定する。 

 

10 受講の可否 

   受講者選考の結果は、令和 6年 8月 30日（金）までに、直接本人に文書で通知する。 

 

11 受講手続 

 １）受講手続き方法については、合格通知時に書類で案内する。 

 ２）受講料 

 受講料 消費税（10％） 納入金 

日本看護協会（会員） 230,000円 23,000円 253,000円 

日本看護協会（非会員）  345,000円 34,500円 379,500円 

   ※既納の受講料は、原則として返還できませんのであらかじめご了承ください。 

 

   別表１ 認定看護管理者教育課程セカンドレベル 出願時提出書類 

                     ○印 受講要件に応じた提出書類 

     

           提出書類 

 

 

 受講要件 

受
講
申
込
書 

（
様
式
１
） 

看
護
師
免
許
証 

の
写
し 

勤
務
証
明
書 

（
様
式
２
） 

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル 

修
了
証
写
し 

職
位
証
明
書 

（
様
式
３
） 

小
論
文 

（
様
式
４
） 

認定看護管理者教育課程ファースト

レベルを修了している者 
○ ○ ○ ○  ○ 

看護部長相当の職位にある者 

または、副看護部長相当の職位に 

1 年以上就いている者 

○ ○ ○  ○ ○ 

【個人情報の取り扱い】 

 愛知県看護協会の個人情報保護方針および文書管理規程に基づき、個人情報の取得・利用・廃棄を適切に行います。 


